
全トヨタ労連 ３０期（前）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ       活動期間：２０２２年 1 月～3月 

産業目線 

【活動選定項目】  （例） ①カーボンニュートラル（ＣＮ）への対応 

具体的取り組み項目 
・たはらＺＣＣの実現に向けた展開方針「たはらエコ・ガーデンシティ構想ＺＣＣアクセル」での提言活動 

・ＥＶ・ＦＣＶ普及への取組み推進 

前回まで 

活動状況 

・12 月議会にて「カーボンニュートラルについて」一般質問を実施。愛知ゼロエミッション化加速化プランでの「充電設備、電動車の普及、公用車への導入」

等の考え方について確認。 

・市政運営要望書にて、電動車の普及に向けた補助金等の拡充、充電スタンド等のインフラ整備、水素ステーションの誘致・設置に関わる補助等を要望。 

今回 

具体的活動 

１．カーボンニュートラルに関する新年度予算の対応について 

・「たはらエコ・ガーデンシティ推進計画」を令和 4 年度に策定。 

１）再生可能エネルギー導入目標策定業務をおこない計画に織り込む。内容は、「たはらゼロカーボンシティ」を

実現するため、地域の実状や特性を踏まえた上で、どの再生可能エネルギーを、どれくらい、どのように導入

し有効活用するかについて現状調査を進め今後の目標を定める。 

２）公共施設の省エネ化による脱炭素化の推進。 

 ・公共施設の照明のＬＥＤ化を図る。（予算：2,100 万円） 

 

２．３月議会の代表質問（市民クラブ） 

・「令和 4 年度市政方針について」脱炭素の推進で、自動車の電動化への対応について 

① 電動車普及に向け、購入補助金等の拡充 

② 電動車の充電スタンドの拡充 

③ 水素ステーションの誘致・設置に関わる補助 

④ 公用車の電動車への移行促進 

上記 4 点をどのように考え進めていくのか質問。 

回答：公用車を含め電動車の普及を促進していく。充電器等のインフラ整備も事業者と協力しながら普及を促進し 

ていく。 

 

３．連合愛知豊橋地協協議会の「政策重点要望書」 

・カーボンニュートラルの実現を目指し、グリーンリカバリーの推進を要望。 

回答：再生可能エネルギーや省エネルギーなどの取組がグリーンリカバリーにつながるため引き続き推進する。 

 

４．カーボンニュートラル推進組織の設置 

・新年度からの組織編成で、カーボンニュートラルや脱炭素に取り組む組織として、環境政策課内に「ゼロカーボ

ンシティ推進係」を新たに設置。 

 

（図や活動の様子が分かる写真など） 

 

・令和 4 年 3 月 4 日（金） 

 代表質問（市民クラブ） 

 テーマ：令和 4 年度施政方針について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 3 年 12月 16 日（木） 

連合愛知豊橋地協「政策重点要望書」 

今後の活動 
・カーボンニュートラルの取り組みについては、市単独ではできることが限られるため、国・県の動向を注視しながら他市の状況等を踏まえ、市として何を

進めているか、何ができていないかを常に確認し提案、提言をしていく。 

 

田原市 所属議員 赤尾議員 平松議員 
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